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空き家バンクへの登録をご検討ください
　「空き家バンク」は、町内の賃貸・売却できる空き家を「空き家バンク」に登録していただき、その物件の情報
を、町への移住を希望される人や住居をお探しの人へ、町のホームページなどを利用して提供する仕組みです。

お問い合わせ先：総務振興課　まちづくり推進係　☎62－2317（直通）

こんなメリットがあります！
①空き家に人が入ることで、空き家

の管理をする必要がなくなる
②家賃・売却収入が発生する
③使っていない空き家に人が入るこ

とで町の活性化に役立てる

空き家バンクに登録すると
①登録申込書を提出していただいた後、担当職員が現地調査に伺い、

物件の様子や間取りなどを確認します。
②登録された情報を町のホームページに掲載します。物件の所在地や

間取り、設備などを写真も含めて掲載します。
③交渉契約に町は直接関与せず、当事者間で行っていただきます。宅

建業者の仲介を希望される場合は、町内業者をご紹介します。

空き家バンク登録から契約までのながれ

立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り

お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp （8：30～17：30火曜定休日）

国指定名勝として内定された立神峡のスポットを紹介します国指定名勝として内定された立神峡のスポットを紹介します

建神ノ岩（立神峡）が国指定名勝として内定建神ノ岩（立神峡）が国指定名勝として内定
　平成２６年１１月、「領内名勝図巻」に登場する風景のうち、建神ノ岩（現在の立神峡）を含む領内名勝５ヵ所の
場所が特定でき、当時の美しい風致が現存するなどの条件を満たしているとして、国指定名勝として、内定しま
した。
　領内名勝図巻とは、江戸時代の肥後領内の滝や奇岩、洞窟、平原、山川といった名勝地を描いた図巻で、公益
財団法人永青文庫所蔵資料であり、現在は熊本県立美術館に寄託されているそうです。
　建神ノ岩（現在の立神峡）は「領内名勝図巻」のうち「八代郡種山手永之内（やつしろぐんたねやまてながのうち）」
の巻に描かれていて、図巻には「立神ヨリ 川俣ヘノ道」「建神の岩」と記載されているそうです。

　立神峡には上宮・中宮・下宮の３つの社があります。
　上宮（立神龍神）は頂上近くにある鍾乳洞で「あなんどさん」と呼び、古くから人々の信仰の対象とし
て親しまれてきました。入口にある石筍を「タチガミサン」と言って神として祭られています。また、立神
という地区名がここから付いたという説もあります。
　中宮は、不動明王を祭った「なかんどさん」、下宮は１,２００年ほど前に創建された熊野座神社です。下宮
側から遊歩道を上がると、五百羅漢像がさまざまな顔でお迎えしてくれます。

神の住む処「立神峡」神の住む処「立神峡」

ちょっとタイムスリップして１泊 「里地屋敷」ちょっとタイムスリップして１泊 「里地屋敷」 ２本の吊り橋はスリル満点！２本の吊り橋はスリル満点！

　　立神峡公園内にはログハウス（１０人用）とロッジ（５人用）の２種類の宿泊施設があります。
　　エアコン完備・バス・トイレ付・台所設備も整っていて、バーベキューも楽しめます。
　　ログハウス １棟１泊１６,０００円（町内者１２,０００円）／ロッジ １棟１泊１０,０００円（町内者８,０００円）

ワイワイ楽しく泊まれる宿「ログハウス・ロッジ」ワイワイ楽しく泊まれる宿「ログハウス・ロッジ」

　里地屋敷は古民家づくり、いろりやかまどが
あり、日々の雑踏から離れてのんびりと過ごせ
ます。お風呂はもちろん五右衛門風呂、まきで
沸かすのは大変ですが、ゆったりとお湯に浸か
ると最高です。

　幅２５０ｍ・高さ７５ｍの絶壁を挟んで架けられ
ていて、八代地域の観光スポットとして知られて
います。
○火の国橋（長さ７１ｍ、水面からの高さ約２０ｍ）
○上流側の龍神橋
　（長さ５６ｍ、水面からの高さ約２０ｍ）

▲あなんどさん

▲里地屋敷 ▲龍神橋

▲なかんどさん ▲羅漢像群▲なかんどさん ▲羅漢像群


